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初
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま

す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
本
協
会
の
事
業
運
営
に
格
段
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
し
て
衷
心
か
ら
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
４
月
14
日
に
発
生
い
た
し
ま
し
た
「
平
成

28
年
熊
本
地
震
」
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
被
災
地

の
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

滋
賀
県
に
も
多
く
の
活
断
層
が
あ
り
、
い
つ
熊
本
地
震
と

同
じ
よ
う
な
大
地
震
が
発
生
し
て
も
お
か
し
く
あ
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
今
後
30
年
以
内
に
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の
影
響
も
大

き
く
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
地
震
か
ら
大
切
な
命
を
守
る

た
め
に
、
ま
ず
は
「
地
震
は
必
ず
起
こ
る
も
の
」
と
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
で
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
や
熊
本
地
震
が
起

こ
る
ま
で
は
、
多
く
の
方
が
「
こ
こ
で
」
こ
の
よ
う
な
大
き

な
地
震
が
起
こ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
と
口
を
揃
え
て

話
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
湖
南
地
域
で
ど
の
よ
う
な
地
震
が
想
定
さ
れ
、
ど
の

よ
う
な
被
害
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
の
か
を
知
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

一
度
発
生
し
た
自
然
災
害
に
立
ち
向
か
う
こ
と
は
容
易
な

こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
我
々
会
員
事
業
所
が
日
頃
か
ら

防
火
防
災
の
対
策
に
取
り
組
む
姿
勢
こ
そ
が
、
従
業
員
と
地

域
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
に
繋
が
る
も
の
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

当
協
会
は
、
今
年
度
も
防
火
防
災
の
知
識
向
上
の
た
め
消

防
局
と
連
携
を
図
り
各
種
研
修
会
、
講
演
会
等
を
開
催
し
て

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
事
業
所

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

会
員
事
業
所
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
繁
栄
と
会
員
の
皆
様
の

ご
健
康
ご
多
幸
と
災
害
の
な
い
平
穏
な
年
度
で
有
り
ま
す
こ

と
を
祈
念
申
し
あ
げ
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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紫
陽
花
が
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る

頃
、
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す
ま
す
御
清

栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
平
素
か
ら
消
防
行
政
に
対
し

ま
し
て
御
理
解
と
御
協
力
を
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
防

火
・
防
災
に
御
尽
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
近
年
、
社
会
環
境
は
大
き
く

変
化
し
、
大
量
退
職
時
代
を
迎
え
て
技

術
の
伝
承
が
叫
ば
れ
る
中
で
、
こ
れ
ま

で
企
業
が
長
い
時
間
を
費
や
し
て
成
熟

を
図
っ
て
き
た
経
験
則
が
、
若
返
り
と

と
も
に
未
成
熟
な
状
態
へ
と
変
化
し
て

き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
企
業
で
は
、
現
在

の
高
い
水
準
で
の
業
務
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
こ
れ
か
ら
将
来
を
担
う
人
た
ち

へ
熟
練
し
た
技
術
の
伝
承
が
積
極
的
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
こ
で

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
一
つ
の
製

品
を
開
発
・
完
成
す
る
ま
で
に
積
み
重

ね
ら
れ
て
き
た
多
く
の
失
敗
か
ら
得

た
、「
安
全
へ
の
経
験
」
を
伝
授
し
て

お
く
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
災
害
発
生
原
因
の
多
く
は

ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
が
起
因
し
て
い
ま

す
。

　

熟
練
者
が
、
突
然
発
生
す
る
リ
ス
ク

に
も
適
切
に
対
応
で
き
る
の
は
、
そ
れ

ま
で
の
経
験
か
ら
得
た
知
識
や
技
術
に

支
え
ら
れ
た
自
信
に
よ
る
も
の
で
す
。

技
術
と
と
も
に
リ
ス
ク
を
体
系
化
し
て

伝
授
す
る
こ
と
が
、
一
人
ひ
と
り
の
安

全
に
対
す
る
考
え
方
の
変
化
に
つ
な
が

り
、
こ
れ
が
、
事
業
所
の
防
火
防
災
対

策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
固
な
も
の
と

し
、
安
全
を
高
め
て
い
く
も
の
と
確
信

し
て
い
ま
す
。

　

当
消
防
局
に
お
き
ま
し
て
も
、
既
に

急
激
な
世
代
交
代
の
時
期
を
迎
え
て
お

り
、
こ
こ
数
年
で
五
分
の
一
の
職
員
が

退
職
し
、
消
防
技
術
の
伝
承
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、日
々
、

若
い
世
代
へ
の
伝
授
伝
承
を
基
本
に
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
各
種
訓
練
に
取
組

み
、
管
内
に
お
住
ま
い
の
市
民
の
皆
様

や
、事
業
所
の
皆
様
に
「
安
全
」と
「
安

心
」
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
街
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

湖
南
防
火
保
安
協
会
の
会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
中
西
会
長
を
中

心
に
防
火
防
災
に
向
け
て
一
致
団
結
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
地
域
の
防
火
防
災

力
の
向
上
に
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に
関

わ
り
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
す
る
も
の
で
す
。

　

我
々
消
防
も
皆
様
と
手
を
取
り
合
い

顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
で
、
さ
ら
な

る
防
火
防
災
力
の
向
上
に
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
な

お
一
層
の
御
支
援
、
御
協
力
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

湖南広域消防局長
藤 村 春 男

　

初
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

一
層
ご
活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
格
別
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
平
成
26
年
度
か
ら
協
会
の
組
織
強

化
が
図
ら
れ
た
こ
と
と
併
せ
て
事
業
内
容
の
見
直
し

が
行
わ
れ
た
中
、
特
に
第
42
回
自
衛
消
防
訓
練
大
会

で
は
、
当
支
部
か
ら
沢
山
の
事
業
所
に
出
場
い
た
だ

き
、
運
営
委
員
役
員
の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
願
い
ま

し
て
、
大
会
の
目
的
が
達
成
で
き
た
こ
と
と
併
せ

て
、
会
員
皆
様
方
の
防
火
防
災
意
識
の
高
い
こ
と
に

感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　

さ
て
、
最
近
で
は
発
生
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
巨
大

地
震
だ
け
で
な
く
、
局
地
的
な
豪
雨
に
よ
る
風
水
害
、

フ
ェ
ー
ン
現
象
と
強
風
で
瞬
く
間
に
一
地
域
を
飲
み

込
ん
で
し
ま
っ
た
大
規
模
住
宅
火
災
な
ど
予
知
が
難

し
い
災
害
が
全
国
各
地
で
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
中
、
会
員
事
業
所
同
士
の
繋
が
り
を
よ
り

強
固
な
も
の
と
し
、
さ
ら
に
は
地
元
自
治
会
等
と
の

連
携
し
た
地
域
防
災
力
の
向
上
に
も
貢
献
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
、
強
く
感
じ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度
に
お
い
て
も
自
社
の
災

害
へ
の
備
え
は
勿
論
、
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た

め
、
更
な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
皆
様
方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

初
夏
の
候　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
支
部
の
運
営
に
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
厚
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
の
全
国
の
災
害
状
況
を
顧
み
ま
す

と
、
台
風
、
地
震
、
火
災
等
に
よ
る
災
害
が
各
地
で

発
生
し
、
特
に
、
４
月
に
発
生
し
ま
し
た
熊
本
地
震

や
、
12
月
に
は
新
潟
県
糸
魚
川
で
大
規
模
火
災
が
発

生
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
湖
南

管
内
で
は
、
大
き
な
自
然
災
害
や
事
業
所
で
の
死
者

を
伴
う
大
規
模
な
火
災
、
事
故
等
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

大
規
模
災
害
に
備
え
て
、
今
ま
で
以
上
に
事
業
所

の
防
火
・
防
災
体
制
の
強
化
の
必
要
性
を
感
じ
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今

後
起
こ
り
う
る
災
害
を
想
定
し
危
機
管
理
意
識
の
向

上
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
後
も
災
害
、
火
災
予
防
の
自
主
活
動
に

努
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
会
員
相
互
の
研
鑚
と
親

睦
を
重
ね
て
防
火
・
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
地

域
防
災
に
貢
献
で
き
る
よ
う
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
と
も
当
支
部
に
対

す
る
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

「
技
術
の
伝
承
・

�

安
全
の
伝
授
」

消
防
局
長
挨
拶

南
支
部
長
挨
拶

ラ
ク
ー
ン
エ
ス
テ
ー
ト
㈱　

加　

藤　

八　

郎

北
支
部
長
挨
拶

㈱
北
中
工
業　

北　

中　

良　

樹
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　平成29年 5 月31日（水）クサツエストピアホテル「瑞祥の間」において平成29年度の定期総会を開催しました。定
期総会に下記の４議案を提案し、慎重なる審議の結果、いずれも原案どおり可決、承認を賜りました。
　引き続き定例表彰式を開催させていただき、来賓として宮本和宏守山市長、山仲善彰野洲市長、西田剛湖南広域行
政組合議会議長、湖南地域の４市消防団長、藤村春男湖南広域消防局長をはじめ、多くのご臨席を賜りました。
　中西会長から防火標語入選者、優良事業所及び優良従業員等に各表彰状が授与され、引き続き加藤南支部長、北中
北支部長から支部長表彰が行われました。

広　報　委　員　会
・各種火災予防運動に協賛して、会員事業所自らの
防火防災意識の向上を図る。
・会報を年３回発行して、協会の活動、会員事業の
防火防災対策を掲載して会員間の共助体制を図る。
・ホームページの内容充実、電子メールを活用して
タイムリーな情報を提供する。
研　修　委　員　会
・危険物取扱者試験受験対策の予備講習会並びに直
前対策講習会を開催する。
・普通救命講習会を開催して、救急に関する意識と
行動力の向上を図る。
・安全管理（火災・防火）研修を開催して、会員事
業所の防火防災の視野拡大と相互の情報交換を図
る。

平成29年度主要事業計画
総　務　委　員　会
・協会の組織充実、発展のため新規会員の加入促進を図る。
・災害時の消防活動等支援登録事業所の拡充を図り充実強化
に努める。
・会員事業所間の連携と親睦を図る。
・火災予防思想をより広く普及させることから防火標語を募
集する。
企業防災推進委員会
・近年多発する自然災害から得られた教訓を専門分野の講師
を招き防災講演会を開催する。
・防火防災技術に対する技術向上のため、自衛消防訓練大会
を開催する。
・消防局が推進する防火防災対策に協力する。

提出議案
議第１号　平成28年度湖南防火保安協会事業実績報告
議第２号　�平成28年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出決算及び平成28年度湖南防火保安協会財政調整基金等

特別会計決算
議第３号　平成29年度湖南防火保安協会事業計画（案）
議第４号　�平成29年度湖南防火保安協会一般会計歳入歳出予算及び平成29年度湖南防火保安協会財政調整基金等

特別会計予算（案）

定 期 総 会 報 告
平成29年度

諸収入
182,000
2.0％

繰越金
2,083,000
17.0％

事業収入
2,110,000
18.0％

会費
7,490,000
63.0％

予備費
60,000
1.0％

一般管理費
6,796,000
57.0％

教育訓練費
3,744,000
32.0％

広報宣伝費
635,000
5.0％

協賛金
630,000
5.0％

平成29年度　一般会計歳入歳出予算について

歳入 11,865,000円 歳出 11,865,000円

� （単位：円） � （単位：円）
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◦
防
火
標
語
表
彰

最
優
秀
者
表
彰

籔
田
　
憲

　（
旭
化
成
㈱
守
山
製
造
所
）

優
秀
者
表
彰

松
本
泰
明

�

（
㈱
田
中
誠
文
堂
）

田
中
宏
和

�

（
㈱
メ
タ
ル
ア
ー
ト
）

宮
崎
元
晴

�

（
ピ
ー
・
ア
ン
ド
・
ジ
ー
㈱
滋
賀
工
場
）

平
川
将
利
（
日
本
中
央
競
馬
会

�

栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

◦
優
良
事
業
所
表
彰

大
五
産
業
㈱

帝
産
湖
南
交
通
㈱

大
宝
産
業
㈱

キ
ヤ
ノ
ン
マ
シ
ナ
リ
ー
㈱
守
山
事
業
所

コ
カ
・
コ
ー
ラ
ウ
エ
ス
ト
㈱

�

滋
賀
中
央
業
務
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ト
ケ
ミ
カ
ル
工
業
㈱

社
会
福
祉
法
人
野
洲
慈
恵
会
ぎ
お
う
の
里

◦
優
良
従
業
員
表
彰

奥
村
和
敏
（
川
重
冷
熱
工
業
㈱
滋
賀
工
場
）

藤
田
和
彦

�

（
社
会
医
療
法
人
誠
光
会
草
津
総
合
病
院
）

平
成
29
年
度

�

危
険
物
安
全
大
会

　

平
成
29
年
６
月
５
日
（
月
）
東
京
都
千
代

田
区
「
ル
ポ
ー
ル
麹
町
」
で
危
険
物
安
全
週

間
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
「
平
成

29
年
度
危
険
物
安
全
大
会
」
で
当
協
会
の
事

業
所
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
全
国
危
険
物
安
全
協
会
理
事
長
表
彰
】

　
優
良
危
険
物
事
業
所

　
　

社
会
医
療
法
人
誠
光
会

　
　
　

草
津
総
合
病
院

　
　
　
　

病
院
長　

平
野
正
満　

様

　

永
年
に
亘
り
危
険
物
施
設
の
事
故
防
止
及

び
安
全
思
想
の
普
及
等
に
努
め
ら
れ
た
功
績

に
よ
り
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【
会
長
表
彰
】

【
支
部
長
表
彰
】

南
支
部

◦
優
良
事
業
所
表
彰

草
津
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

滋
賀
県
輸
送
事
業

�

協
同
組
合

タ
カ
ラ
バ
イ
オ
㈱

滋
賀
ト
ヨ
タ
自
動
車
㈱

�

瀬
田
・
草
津
店

キ
ョ
ー
ラ
ク
㈱

�

滋
賀
工
場

ネ
ッ
ツ
ト
ヨ
タ
滋
賀
㈱
栗
東
店

関
西
保
温
工
業
㈱
滋
賀
工
場

㈱
中
村
製
作
所

竹
中
島
克
彦
（
日
本
中
央
競
馬
会

�

栗
東
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
）

岡
　
博
治

�

（
積
水
化
学
工
業
㈱
滋
賀
栗
東
工
場
）

足
立
丈
志
（
旭
化
成
㈱
守
山
製
造
所
）

沢
井
　
昇
（
旭
化
成
㈱
守
山
製
造
所
）

久
保
寧
玄
（
㈱
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
）

濱
口
康
二
（
ナ
ル
ッ
ク
ス
㈱
野
洲
工
場
）

◦
安
全
安
心
推
進
事
業
特
別
表
彰

シ
ラ
イ
電
子
工
業
㈱
冨
波
工
場

扶
二
工
業
㈱

　
一
般
財
団
法
人
滋
賀
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー

◦
優
良
従
業
員
表
彰

菱
田
由
紀
子
（
た
ち
建
設
㈱
）

實
本
和
彦
（
優
水
化
成
工
業
㈱
滋
賀
工
場
）

川
上
真
治

�

（
積
水
化
学
工
業
㈱
滋
賀
栗
東
工
場
）

西
村
佳
晃

�

（
積
水
化
学
工
業
㈱
滋
賀
栗
東
工
場
）

北
支
部

◦
優
良
事
業
所
表
彰

安
全
索
道
㈱

㈱
ザ
イ
マ
ッ
ク
ス
関
西

モ
リ
ー
ブ
運
営
事
務
所

田
中
生
コ
ン
㈱

ヤ
ン
マ
ー
ア
グ
リ
ジ
ャ
パ
ン
㈱

　
中
部
近
畿
カ
ン
パ
ニ
ー

�

守
山
事
業
所

東
海
電
工
㈱
滋
賀
工
場

㈱
マ
ツ
ナ
ガ

近
江
鉄
道
㈱
あ
や
め
営
業
所

◦
優
良
従
業
員
表
彰

森
口
康
夫

�
（
ク
オ
リ
テ
ッ
ク
フ
ァ
ー
マ
㈱
滋
賀
工
場
）

藤
井
　
晃
（
社
会
福
祉
法
人
慈
恵
会
）

千
装
由
香
里

　
　
　
　 
（
㈱
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
）

大
東
清
和
（
㈱
村
田
製
作
所
野
洲
事
業
所
）

平
成
29
年
度
定
例
表
彰
受
賞
者
の
皆
さ
ま

（
敬
称
略
／
順
不
同
）

防
火
標
語
の
表
彰

南
支
部
長
表
彰

北
支
部
長
表
彰
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６
月
９
日
（
金
）
大
津
市
の
「
ピ
ア
ザ
淡
海
」
に

お
き
ま
し
て
、
第
28
回
防
火
意
識
高
揚
推
進
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
危
険
物
安
全
週
間
の
一
環
事
業
と

し
て
、
危
険
物
取
扱
事
業
所
の
自
主
保
安
体
制
の
確

立
と
県
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発
を
推
進
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

大
会
で
は
、
永
年
に
亘
り
危
険
物
の
安
全
管
理
、

災
害
の
防
止
等
を
積
極
的
に
推
進
さ
れ
た
事
業
所
や

個
人
に
対
し
て
、
滋
賀
県
知
事
及
び
滋
賀
県
防
火
保

安
協
会
連
合
会
長
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
協
会
か
ら
次
の
個
人
・
事
業
所
の
方
々
が
受
賞

の
栄
に
輝
か
れ
ま
し
た
。

【
滋
賀
県
知
事
表
彰
】

　
個
　
人

　
　

志
水
正
義
（
ダ
イ
キ
ン
工
業
㈱
滋
賀
製
作
所
）

　

事
業
所

　
　

パ
イ
ン
㈱
滋
賀
工
場

　
　

㈱
琵
琶
湖
プ
ラ
ザ

【
滋
賀
県
防
火
保
安
協
会
連
合
会
長
表
彰
】

　

個
　
人

　
　

柴
原
雅
人
（
イ
サ
ム
塗
料
㈱
滋
賀
工
場
）

　
　

片
岡
昭
芳
（
㈱
か
め
や
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
）

　
事
業
所

　
　

㈱
ク
サ
ツ
エ
ス
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル

　
　

㈱
平
和
堂
フ
レ
ン
ド
マ
ー
ト
小
柿
店

　
　

㈱
川
嶋
機
械

　
　

野
洲
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル

防火意識高揚推進大会

役　員　名　簿
役職名 事業所名 氏　名 支部役職名

名誉会長 ㈱レストラン近江 馬　渕　好　藏 南支部名誉支部長
会　　長 中西建設㈱ 中　西　壮一郎 北支部顧問
副 会 長（会長職務代行者） ラクーンエステート㈱ 加　藤　八　郎 南支部支部長

副 会 長
㈱北中工業 北　中　良　樹 北支部支部長
㈱田中誠文堂 田　中　義　信 南支部副支部長
㈱川嶋機械 川　嶋　栄　司 北支部副支部長

理　　事

積水化学工業㈱滋賀栗東工場 宇　野　光　彦 南支部副支部長
草津電機㈱ 三　上　清　和 南支部副支部長
東レ・ファインケミカル㈱守山事業所 小　野　宏　幸 北支部副支部長
㈱村田製作所野洲事業所 加　藤　隆　則 北支部副支部長
近江OFT㈱ 田　中　清　一 北支部副支部長
㈱クサネン 西　川　　　毅 南支部理事

理　　事（総務委員長） クオリテックファーマ㈱滋賀工場 山　﨑　敦　志 北支部理事
理　　事（広報委員長） エールコーポレーション㈱ 白　井　幸　則 南支部副支部長
理　　事（研修委員長） 上原成商事㈱守山エネルギーセンター 山　元　　　功 北支部理事
理　　事（企業防災推進委員長） ニチコン草津㈱ 福　嶋　正　雄 南支部理事

監　　事
㈱滋賀銀行草津支店 小　泉　孝　久 南支部理事
㈱滋賀銀行守山支店 村　上　享　嗣 北支部理事

事務局長 仲　江　九二孝

会長表彰防火保安功労者

知事表彰優良事業所

危険物取扱者・消防設備士のみなさんへ

問い合わせ先

〒520－0806  滋賀県大津市打出浜２番１号　コラボしが21　４階
　　　　　　　  TEL　077－525－2977　FAX　077－521－7904

消防試験研究センター滋賀県支部一　　般
財団法人

あなたの免状は大丈夫ですか？
交付日から10年を過ぎた免状は更新（法定）が必要です。

※「消防法施行規則」第33条の５及び「危険物の規制に関する規則」第51条第２項に免状の記載事項は
　過去10年以内に撮影した写真とすると定められています。
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新入社員防火研修開催
アンケート結果

　受講いただいた皆様へのアンケート調査の結果
は、次のとおりでした。

１　�今回の研修に参加された理由をお聞かせ下さ
い。

　①　会社（上司）の指示� 125名
　②　自主的� ０名
　③　その他� ０名
２　今回の研修はいかがでしたか？
　①　大変よかった� 80名
　②　よかった� 42名
　③　よくなかった� ０名
　④　どちらでもない� ３名
３　研修でよかったと思うものは何でしたか？
　①　防災に関する基礎座学� 30名
　②　消火訓練� 68名
　③　救急訓練� 71名
　④　地震・煙中体験� 71名

消火訓練（消火器・屋内消火栓）

煙中体験

【参加者】
南支部　21　事業所　63名（男性49名・女性14名）
北支部　31　事業所　62名（男性57名・女性５名）

救急訓練

地震体験

各種試験・講習会のお知らせ平成29年度
□危険物取扱者試験（全種全類）

試　験　日 試　験　会　場 電子申請受付期間 書面申請受付期間
10月８日（日） 滋賀県立大学（彦根市） ８月13日～８月25日 ８月16日～８月28日
12月10日（日） 滋賀県立大学（彦根市） 10月22日～11月３日 10月25日～11月６日
３月４日（日） 滋賀県立大学（彦根市） １月12日～１月23日 １月15日～１月26日

□消防設備士試験（全種全類）
試　験　日 試　験　会　場 電子申請受付期間 書面申請受付期間
12月24日（日） 滋賀県立大学（彦根市） 10月29日～11月14日 11月１日～11月17日

※郵送は、締切日消印有効▶お問い合せ先：（一財）消防試験研究センター滋賀県支部　電話　077－525－2977
□危険物取扱者試験予備講習会及び直前対策講習会　（対象：乙種４類受験者）

予備講習会 直前対策講習会

日時・場所

①７月22日（土）９：00～16：00　【東消防署】
②９月23日（土）９：00～16：00　【東消防署】
③11月25日（土）９：00～16：00　【東消防署】
④２月17日（土）９：00～16：00　【北消防署】

①７月29日（土）９：00～12：00　【東消防署】
②９月30日（土）９：00～12：00　【東消防署】
③12月２日（土）９：00～12：00　【東消防署】
④２月24日（土）９：00～12：00　【北消防署】

受　付 ①６月26日（月）～　　②８月28日（月）～　　③10月30日（月）～　　④１月22日（月）～
各消防署又は湖南防火保安協会事務局

受講料 会　員　　5,000円　　　一　般　　6,500円 会　員　　3,000円　　　一　般　　3,500円
定　員 各講習会100名

▶お問い合せ先：湖南防火保安協会　電話　077－552－3000



湖南防火保安協会会報　第97号湖南防火保安協会会報　第97号

（7）

新
入
社
員
防
火
研
修
を

�

受
講
し
て�

株
式
会
社
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
製
箔

�

駒　

村　

康　

輝

　

今
回
の
新
入
社
員
防
火
研
修
を
受
講
し
、
今
ま
で
あ
ま

り
防
災
に
関
し
て
強
く
意
識
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
災
害
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
は
発
生
す
る
か
分
か

ら
ず
、
常
に
身
近
で
起
こ
る
事
が
あ
る
と
改
め
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

防
災
に
関
す
る
座
学
か
ら
、
応
急
手
当
の
手
段
や
防
火

訓
練
等
の
実
技
、
地
震
・
煙
中
体
験
な
ど
が
あ
り
、
実
際

に
災
害
が
起
こ
っ
た
際
に
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
取
れ
ば

良
い
か
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
な
が
ら
意
見
を
出

し
合
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
応
急
手
当
の
内
容
で
あ
り
ま
し
た
、
止
血
方
法

や
骨
折
時
の
対
処
、
固
定
方
法
な
ど
三
角
巾
や
段
ボ
ー
ル

を
用
い
て
行
い
ま
し
た
が
、
こ
の
知
識
が
あ
る
か
な
い
か

で
、
人
の
生
死
に
大
き
く
関
わ
る
事
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

社
内
で
は
、
機
械
が
多
く
あ
り
、
ど
ん
な
時
に
で
も
自

分
の
目
の
前
で
災
害
が
起
こ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況

な
の
で
、
そ
の
時
に
は
、
焦
ら
ず
冷
静
に
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。
社
内
で
も
、
心
肺
蘇
生
の
方

法
や
消
火
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
一
度
で
は
な
く
、

繰
り
返
し
行
う
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
積
極
的
に
参
加
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　

去
る
５
月
17
日
（
水
）、
湖
南
広
域
消
防
局
東
消
防
署
に

お
い
て
新
入
社
員
防
火
研
修
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
研
修
は
、
会
員
事
業
所
の
概
ね
入
社
５
年
目
未
満
の
社

員
の
皆
様
を
対
象
に
、
新
入
社
員
と
し
て
必
要
な
防
火
・
防

災
に
関
す
る
知
識
と
技
術
の
習
得
及
び
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

研
修
内
容
は
、
防
火
・
防
災
に
関
す
る
座
学
を
は
じ
め
、

消
火
訓
練
、
救
急
訓
練
、
地
震
体
験
、
煙
中
体
験
を
実
施
し
、

52
事
業
所
１
２
５
名
の
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

新
入
社
員
防
火
研
修
に

�

参
加
し
て

　

私
が
今
回
の
研
修
に
参
加
し
て
、
座
学
や
様
々
な
訓
練

を
通
し
て
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
や
日
々
の
火
災
に
対
し

て
の
考
え
方
が
変
わ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、
普
段
体
験
が
で
き
な
い
地
震
・
煙
中
体
験
を
経

験
し
て
災
害
へ
の
備
え
の
大
事
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
地
震
体
験
で
は
、
揺
れ
が
発
生
す
る
こ
と
が
分
か
っ

て
い
て
も
何
も
で
き
な
い
、
た
だ
机
に
し
が
み
つ
く
だ
け

で
軽
い
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
地
震
の
恐
ろ
し

さ
を
初
め
て
体
験
し
ま
し
た
。
煙
中
体
験
で
は
、
待
っ
て

い
る
時
、
白
い
煙
に
甘
い
香
り
が
し
て
い
ま
し
た
が
、
い

ざ
体
験
を
す
る
と
数
十
セ
ン
チ
先
が
は
っ
き
り
と
見
え
ず

壁
を
手
さ
ぐ
り
状
態
で
避
難
す
る
こ
と
の
不
安
と
恐
怖
を

体
験
し
ま
し
た
。

　

会
社
で
は
、
避
難
誘
導
係
で
す
が
今
回
の
研
修
を
通
じ

て
学
ん
だ
こ
と
や
経
験
を
生
か
し
、
非
常
放
送
設
備
等
を

使
用
し
て
正
確
で
分
か
り
や
す
く
避
難
誘
導
が
出
来
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
。

（
一
財
）
守
山
野
洲
市
民

交
流
プ
ラ
ザ　

ラ
イ
ズ
ヴ
ィ
ル
都
賀
山

�

永　

元　

麻　

帆

　

研
修
受
講
者
は
熱
心
に
取
り
組
ま
れ
、
研
修
終
了
後
に
は

「
消
火
器
、
消
火
栓
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
場
所
を
把
握
す
る
必

要
が
あ
る
と
感
じ
た
。」、「
実
際
に
地
震
が
来
た
こ
と
を
想

定
し
て
、
自
宅
・
会
社
で
の
物
の
置
き
方
等
を
気
に
し
て
い

き
た
い
。」
と
い
っ
た
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
は
、
来
年
度
も
引
き
続
き
開
催
す
る
予
定
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
多
く
の
会
員
事
業
所
様
に
ご
参
加
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

□危険物取扱者保安講習（前期）
⑴　給油取扱所において危険物の取扱作業に従事する方を対象とした講習

講　習　日 時　　　　間 講　習　会　場 所　在　地

７月20日（木） ９：30 ～ 12：30 湖南広域消防局北消防署 守山市石田町377－1
⑵　給油取扱所以外の危険物施設において危険物の取扱作業に従事する方を対象とした講習

【受付期間　６月13日（火）～６月21日（水）】

講　習　日 時　　　　間 講　習　会　場 所　在　地

７月19日（水）

13：30 ～ 16：30 湖南広域消防局北消防署
電話　077－584－2119 守山市石田町377－1７月20日（木）

７月21日（金）

▶お問い合せ先：（一社）滋賀県防火保安協会連合会　電話　077－521－3921
【受付期間　８月18日（金）～８月25日（金）】

講習区分 日　　　　時 講　習　会　場 所　在　地

消火設備 ９月４日（月） ９：30 ～ 16：45
【講習内容】

午前：対象設備の関係法令
午後：防火に関する他法令
講習終了後に効果測定考査

湖南広域消防局北消防署
電話　077－584－2119 守山市石田町377－1警報設備

９月６日（水）

９月７日（木）

避難設備
消火器 ９月８日（金）

□消防設備士法定講習
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平成29年夏の災害予防運動
　７月１日の「国民安全の日」に関連して、職場における安全対策等について、今一
度、考えていただくとともに、夏季特有の暑さによる、ちょっとした不注意や気のゆ
るみが原因と思われる事故や災害の防止を推進するため、７月１日（土）から14日（金）
まで「夏の災害予防運動」を展開します。
　特に事業所の皆さまには、下記について積極的な取組みの推進をお願いいたします。

【事業所における防火・防災安全対策の推進】
■�事業所内の自主防火防災管理体制の充実強化に努めましょう。
■�消防用設備等及び防火施設等の総点検を実施しましょう。
■��職場内のKY（危険予知）活動を推進し、職場環境・作業手順等の再確認を行い、
安全対策の向上に取組みましょう。

■�地域との連携を深め、協働・共助体制の構築と地域防災力の向上に努めましょう。

【夏場特有の災害防止の推進】
■���熱中症は、炎天下・屋内外を問わず発生しますので「めまい・吐き気・ふらつき・頭痛・顔色が悪い・筋肉痛やケ
イレン」の症状が出たら日陰や涼しい場所で休み、水分補給をしましょう。自分で水が飲めない場合や、脱力や倦
怠感が強く動けない場合は、ためらわず救急車を呼んでください。

湖南広域消防局湖南広域消防局

ライくん��レイちゃん
《湖南広域消防局キャラクター》

ご家庭の住宅用火災警報器は
� 大丈夫ですか？

お知
らせ

　平成18年より住宅用火災警報器（以下「住警器」といいます。）、の設置が条例で
義務化され、多くの家庭で住警器を設置していただいています。しかし、住宅から
発生した火災では、住警器が未だ設置されていないケースも数多く見受けられます。
　会員事業所の皆さんのお宅は、既に住警器を設置されていることと思いますが、
まだ、設置されていないお宅がありましたら、早期に設置いただきますようよろし
くお願いします。
　この住警器の電池や部品の寿命は10年を目安とされており、昨年６月で新築住宅に対する設置義務化から10
年が経過しているため、設置義務化から設置されているものは故障等が発生しやすい状況にあります。
　設置から10年が経過した住警器は火災を感知しなくなるおそれがあるため本体の交換をお願いします。
　また、住警器には、警報音等により電池の寿命が近づいたことを「お知らせ」する機能があります。住警器
から警報音等が鳴った場合は、住警器の交換をお願いします。

〈とりカエル〉
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平成29年度湖南防火保安協会月別事業計画

月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　会　・　支　部 試　験　・　講　習　会

４月

17～18 ４委員長と年間事業計画の調整

26 平成28年度決算監査【13：30】

５月

12 正副会長会議【11：30】

12 理事会【13：30】 13
危険物取扱者試験対策の予備講習会
【北署９：00】

17 新入社員防火研修【東署10：00】

20
危険物取扱者試験の直前対策講習会
【北署９：00】

25～26 甲種防火管理新規講習会【北署９：20】

31
平成29年度定期総会
【クサツエストピアホテル15：30】

29 危険物取扱者試験【彦根14：00】

６月

9
第28回防火意識高揚推進大会
【ピアザ淡海14：00】

14 広報委員会 18 消防設備士試験【彦根14：00】

20 北支部役員会議【16：30】 21～22 甲種防火管理新規講習会【北署９：20】

下旬 会報第97号発刊

30 南支部役員会議【16：00】

７月

上旬 １日～14日　夏の災害予防運動協賛

上旬 新会員勧誘・支援登録事業所の加入促進月間 12～14 普通救命講習会【北署９：00】

上旬 第43回自衛消防訓練大会実行委員会 19～21 危険物取扱者保安講習会【北署】

22
危険物取扱者試験対策の予備講習会
【東署９：00】

24 防火研修会【北署９：30】

下旬 滋賀県消防操法訓練大会出場に伴う激励（各市）

29 危険物取扱者試験の直前対策講習【東署９：00】

８月
6 危険物取扱者試験【彦根14：00】

９月

上旬 総務委員会 4～8 消防設備士法定講習会【北署】

上旬 第43回自衛消防訓練大会実行委員会

中旬 第43回自衛消防訓練大会研修会

下旬 第43回自衛消防訓練大会運営委員会 21 火災調査事例研究会【東署９：30】

23
危険物取扱者試験対策の予備講習会
【東署９：00】

30 危険物取扱者試験の直前対策講習【東署９：00】
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　※正副会長会議、各委員会・事務担当者会議は、適宜開催します。
　※各支部の正副支部長会議、役員会議は、適宜開催します。

月
事　　　　業　　　　内　　　　容

本　会　・　支　部 試　験　・　講　習　会

10月

中旬 正副会長会議 6 危険物取扱者保安講習会【北署13：30】

11 第43回自衛消防訓練大会（予備日10／13） 8 危険物取扱者試験【彦根14：00】

中旬 広報委員会【本会】 19～20 甲種防火管理新規講習会【北署９：20】

下旬 会報第98号発刊

11月

上旬 ９日～15日　秋の火災予防運動協賛

上旬 街頭広報【JR各駅等】

上旬 保育園・幼稚園への防火訪問

中旬 企業防災推進委員会

下旬 正副会長会議 25
危険物取扱者試験対策の予備講習会
【東署９：00】

29 防災講演会【15：30】・会員親睦事業【17：30】

12月

1 消防・警察合同歳末特別警戒出動式 2
危険物取扱者試験の直前対策講習会
【東署９：00】

6～7 甲種防火管理新規講習会【北署９：20】

上旬 研修委員会 10 危険物取扱者試験【彦根14：00】

20 20日～１月10日　年末年始火災予防運動協賛 24 消防設備士試験【彦根14：00】

下旬 消防団年末夜警出動式・激励

１月

上旬 構成市消防出初式

下旬 １日会員防火研修

２月

上旬 自衛消防訓練大会反省会

9 甲種防火管理再講習会【北署９：00】

上旬 広報委員会 14～16 普通救命講習会【北署９：00】

中旬 支部役員会議（南・北支部） 17 危険物取扱者試験の予備講習会【北署９：00】

24
危険物取扱者試験の直前対策講習会
【北署９：00】

下旬 会報第99号発刊

３月

上旬 １日～７日　春の火災予防運動協賛 ４ 危険物取扱者試験【彦根14：00】

街頭広報【JR各駅等】 ８～９ 甲種防火管理新規講習会【北署９：00】

上旬 保育園・幼稚園への防火訪問

上旬 消防記念日消防記念式典


